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１．「YOKOSUKAビジョン2030」案が示されました

1. 2030年の横須賀を考える

2. オンライン市政報告会 開催のご案内

3. 【提言】教育改革を急げ！

堀りょういち公式LINE

横須賀の最新情報をお届けします。

ぜひご登録ください！

子育てパパ35歳

2030年の横須賀市のビジョンである 「YOKOSUKAビジョン2030」 とそれを実現する

ための施策である「横須賀再興プラン2022-2025」の案が本市から示されました。

横須賀市議会議員

討議資料

２．オンライン市政報告会 開催のご案内

コロナ禍で皆さんと直接お会いする機会が難しい中

で、月1回のオンライン意見交換会「 ホーリーカフェ」

を開催しています。3月は「市政報告会」。3年間の堀

りょういちの活動報告と横須賀市の最新情報を皆さ

んにお伝えします。ぜひご視聴ください！

日時：3/26(土) 第１回16:00〜 第２回21:30〜

視聴方法：

右下のQRコードから申込フォームにアクセスし、必要

事項をご入力ください。
YouTubeのURLを開催当日の1週間前頃にメールでご連絡

します。申込なしで直接アクセスしての視聴も可能です。

※1、2回どちらも同じ内容です。

※YouTube、Facebook、Twitterでの同時配信予定です。

お申し込みは

こちら→

本ビジョンでは2030年の横須賀を「変化を力に進むまち」とし、「ひ

と」「まち」「しごと」「環境」の４つの分野で未来像を提示しています。

フルカラー68ページです。右下のQRコードからぜひお見通しいただき、

皆さんの忌憚のないご意見をいただければ嬉しいです。

3月定例議会が始まり、このビジョンを実現に向けて着

手する初年度、R4年度予算の審議が始まっています。

ビジョンが絵に描いた餅にならないか。議員として厳しく

チェックして参ります。※予算の概要は次号以降でご報告します。



子どもたちが自由に・自分の意思で過ごせる場所は、時代を経るにつれて減少しています。一方で、上述し

たように様々な理由で教室で学びを受けられない児童・生徒も増えている中で、どうやって地域で子どもた

ちの成長を支えていくかが問われています。

若者世代が様々な人と交流し、自由に余暇を過ごせる空間作り、小中学生が平日日中も過ごせるような居

場所機能の確保を進めるべきではないでしょうか。

▼1986年本町育ち・根岸町在住/ 4人兄弟の長男 / 祖父はドブ板通り｢堀整形外科｣院長

▼長岡保育園→ 汐入小 → 坂本中 → 県立横須賀高校(57期)→ 早稲田大学政治経済学部政治学科

→松下政経塾31期入塾 (本市出身では初) →2年半で中退し、アクセンチュア（株）にてIT・財務

業務改革に参画→自殺対策を推進するNPO法人で、深刻な悩みを抱える方の相談・支援に従事。

▼2019年に横須賀市議会議員に初当選。現在1期目。会派「よこすか未来会議」に所属。

所属 よこすかプレーパーク代表・根岸町青壮年部・ドブ板通り商店街振興組合・本町青年会・

消防団第3分団・横須賀剣道連盟

趣味 剣道(四段)、クラシックピアノ、スポーツ吹矢、タップダンス(予定)

堀りょういち horitter_yksk ryoichi_hori

電話：080-4327-7787 メール：hori@horiryoichi.net 事務所：〒239-0807 横須賀市根岸町3-8-11

堀りょういち
プロフィール

3月定例議会で、私たちよこすか未来会議は教育に対する様々な課題を挙げ、具体的な対策案を提言しま

した。下記には私たちが提言する内容の一部をご紹介します。子ども一人ひとりに最適な学びを実現するた

めにも、歩みを止めることなく改革に取り組むべきではないでしょうか。

3．【提言】教育改革を急げ！

横須賀市では、教師の働き方改革として「横須賀スクールスマイルプラン」を作成しました

が、時間外在校等時間が月100時間を超えている教育職員が2021年６月の時点で、中学

校教諭の13.9％、中学校教頭の13.0%にのぼり、危機的状況が続いています。

これに対し、私たちは業務分析等は当然として、①保護者と双方向で欠席連絡や配布物の

確認ができる等のICTツールの積極的な活用、②会議の原則オンライン化、③スクールサ

ポートスタッフの拡充、④部活動指導に外部人材を積極的に活用すること等を提言していま

す。学校の諸課題解決のためには、まずは教師の多忙化解消が先決ではないでしょうか。

1） 教師の働き方改革をまず進めるべき

2） 一人一台端末を積極的に活用すべき

全ての児童・生徒にインターネット機器を配布し、個別最適な学びを推

し進めるGIGAスクール構想によって、本市小中学校でも一人一台PC

が配布されました。(右画像はイメージです）

しかし、教職員によって活用に温度差があり、クラスや学校単位で差

が生じてきています。教職員向けの研修やサポート体制を強化していく

必要があるのではないでしょうか。

また、本市では端末の持ち帰りが未だ実現できていません。

様々な理由で教室で学びを受けられない児童・生徒への学びの保障は、全国的にも遅れをとっています。そも

そもコロナ禍でGIGAスクール構想がなぜ進んだのかという背景を考えれば、この状況は看過できません。

3）学校「以外」の居場所機能を確保すべき

皆さんの声をお寄せください！

「堀りょういち公式LINE」では、皆さんの日々の暮らしに関す

るご意見・ご相談を随時受け付けています。個人情報は厳重に

扱い、堀りょういち本人が回答します。

右のQRコードからLINE登録をぜひお願いします！
↑堀りょういち公式LINEのメニュー


